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那智の滝で見た八咫烏から
生涯を導いてくださる神様への思い
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前の日の雨が嘘のように晴れ渡った日に４０年近くの友人である和歌山出身の丸本夫妻が

待望の那智の滝見学に連れていってくださいました。幸いなことに３００段以上もある階段を

使うこともなく、滝が眺められるところまで自動車という贅沢さです。

や た



そこに八咫烏（やたがらす）という烏がまつられている社がありました。立札に次のように

書かれていました。

「八咫烏とは、当社の主祭神である家津美御子大神（素盞鳴尊）のお仕えです。日本を統一

した神武天皇を、大和の橿原まで先導したという神武東征の故事に習い、導きの神として篤い

信仰があります。

八咫烏の「八咫」とは大きく広いという意味です。八咫烏は太陽の化身で三本の足があり、

この三本の足はそれぞれ天・地・人をあらわす、といわれています。

天とは天神地祇、すなわち神様のことです。地とは大地のことで我々の住む自然環境を

指します。

つまり太陽の下に神様と自然と人が血を分けた兄弟であるということを、二千年前に

示されていたのです。」
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連れて行ってくださった神戸市外国語大学出身で言語に詳しい、丸本氏によると、この立て札の

英語ではCrowとあるけれど、この烏はCrow ではなくて、もっと大きなRavenにあたるものだ

ということでした。Crow は町中でみる小さな烏だそうで、Raven は野山に生息する渡り烏

だそうです。

そしてこのRavenというのは創世記のノアの箱舟ときにノアが洪水が引いたかを見るために

放った烏だということです。
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折尾クリスチャンチャーチ

竹下弘美

今回訪ねた出雲でも古事記や日本書紀の時代の物語に接する機会が多くありました。

丸本夫妻も私達夫婦もクリスチャンですが、この烏が導き手であったということが、

クリスチャニティと重なりました。

とくにこのイースターに洗礼５０周年を迎えた私にとってはこの烏にかわる、いままでの

生涯を導いてくれた全能の神様への感謝が重なりました。

人間の思いの中にはいつも導き手でおられる方への願望と信仰があるのでしょう。
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